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れ
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外
務
省
在
外
職
員
に
支
給
さ
れ
る
住
居
手
当
の
妥
当
性
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
六
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
在
外
職
員
に
対
す
る
住
居
手
当
に
つ
き
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
に
お
け
る
受

給
者
数
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
を
要
す
る
た
め
、
現
時
点
で
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
住
居
手
当
の
受
給
者
数
で
は
な
く
、
在
外
公
館
の
定
員
数
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
当
方
が
問
う
て
い
る
の
は
、
右
の
六
年
度
に
お
け
る
在
外
公
館
の
定
員
で
は
な
く
、
住
居
手
当
を
受
給
し
て
い

る
同
省
職
員
の
人
数
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
務
省
と
し
て
在
外
公
館
の
定
員
数
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
真
意
は
何

か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
も
述
べ
た
が
、
人
数
の
集
計
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
場
合
は
、
答
弁
提
出
の
延
期
に
応
じ
る
こ
と

は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
「
詳
細
な
調
査
を
要
す
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
」
な
ど
と
し
て
答
弁
を
避
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
に
お
い
て
、
住
居
手
当
を
受
給
し
て
い

る
同
省
在
外
職
員
の
人
数
を
明
ら
か
に
す
る
様
、
再
度
質
問
す
る
。

三

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
外
務
省
大
臣
官
房
に
お
い
て
民
間
企
業
に
お
け
る
海
外
駐
在
員
へ
の
諸
手
当
に
つ
い
て
照
会
を

一



行
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
住
居
手
当
に
関
し
て
、
外
務
省
大
臣
官
房
が
照
会
を
行
っ
て
い
る
対
象
は

ど
こ
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

三
の
照
会
は
、
い
つ
、
ど
の
様
な
方
策
を
も
っ
て
、
ど
の
程
度
の
頻
度
行
わ
れ
て
い
る
か
。

五

三
の
照
会
が
な
さ
れ
た
直
近
の
日
に
ち
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

三
の
照
会
を
記
録
し
た
文
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

七

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
海
外
で
勤
務
す
る
の
に
必
要
な
住
宅
費
に
充
当
す
る
た
め
の
手
当
が
民
間
企
業
に
お
い
て
も
支

給
さ
れ
て
お
り
、
在
外
職
員
に
対
す
る
住
居
手
当
は
、
民
間
と
の
比
較
及
び
社
会
通
念
上
、
妥
当
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答
弁
に
あ
る
「
手
当
」
の
額
は
ど
の
程
度
の
も
の
か
、
外
務
省
が
把
握
し
て
い

る
具
体
的
事
例
と
共
に
そ
の
金
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

七
の
金
額
は
、
外
務
省
に
お
け
る
住
居
手
当
と
ど
の
程
度
の
差
が
あ
る
か
。

九

八
の
差
は
、
社
会
通
念
上
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


